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【要約】本研究では，小学校外国語科の授業における児童の学びの状況を明らかにし，越境的な授業の

有効性について示唆を得ることを目的とした。そのために，学習指導要領の趣旨を踏まえつつ，越境の

理論を用いて異質な他者と交流する力の育成を目指した授業を構想し，授業実践及び分析を行った。そ

の結果，約 3 割の児童に自己変容の状況が見られ，今後の外国語教育や児童の異質な集団で交流する力

の育成について方向性を得ることができた。 

 

【キーワード】小学校外国語教育，越境，自己変容，異質な集団で交流する力 

 

１．研究の背景と目的 

今回改訂された小学校学習指導要領では，中学

年において外国語活動が，高学年においては教科

として外国語科が新設され，2020 年度から全面実

施となった。この学習指導要領では，全教科等に

おいて「何を知っているか」という知識の習得の

みならず，「何ができるか」「どのように問題を解

決していくか」という汎用的なスキルや活用する

資質・能力が重視され，その育成が求められてい

る。そして，教育課程全体で育まれた資質・能力

をいろいろな人と関わり合いながら活用する必要

があると考える。 

外国語教育においては，グローバル社会を生き

るために必要なコミュニケーションを図る資質・

能力の育成が示された。小学校段階では，外国語

を用いてコミュニケーションを図ろうとする素地

や基礎となる資質・能力の育成が目標とされてい

る。 

しかし，学校現場の実態はこの目標を実現でき

る状況にあるのだろうか。池田（2015）は，これ

までの学校における英語教育について，その本質

でもある外国語を用いてコミュニケーションを図

る資質・能力（「英語運用能力（学んだ英語を使っ

てコミュニケーションを図る力）」，「意思疎通意欲

（様々な内容に関して積極的に他者とやり取りし

ようとする態度）」，「言語･文化理解（自他の言語

や文化について理解すること）」）の育成が重視さ

れているものの，これらの資質・能力の育成に課

題があると述べている。このことは，小学校外国

語教育においても同様であり，佐賀県小学校英語

教育研究会の中でも，コミュニケーションを図ろ

うとする素地や基礎を育てる授業づくりには課題

があり，その方向性を示すことは急務になってい

る。 

これらの課題解決の方途を探るために，前述の

英語の本質を中心に据えて研究を進めてきた。そ
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の際，英語という国際的な言語を扱うことや学習

者である児童がこれからの国際社会を生きるとい

うグローバルな視点から，欧米圏を中心に広がり

を見せたライチェンら（2006）が提唱したキー・

コンピテンシーに着目した。中でも，英語という

言語を介して協働し，他者とよりよい関係をつく

ったり，異文化圏の考え方を用いて問題を解決し

ようとしたりする力である，異質な集団で交流す

る力の育成に焦点を当てた。 

加えて，エンゲストローム（Y. Engeström）の「越

境（boundary crossing）」の理論を足場として異質

な集団で交流する力を育てることができるような

越境的な授業づくりに取り組むことにした。 

これまでの小学校外国語教育に係る先行研究に

おいて，児童の異質な集団で交流する力を育てる

ものについては，佟搯慧ら（2015）の実践研究が

あるが，管見の限り越境の概念を用いたものは見

当たらず，今後の研究促進が望まれる状況にある。 

そこで，本研究では，小学校外国語教育の趣旨

を踏まえつつ，越境の理論を用いて異質な他者と

交流する力の育成を目指した授業を構想し，実践

を行う。本研究の目的は，その授業における児童

の学びの状況を明らかにし，越境的な授業が小学

校外国語教育に有効であるかについて示唆を得る

ことにある。そして，結果として越境的な授業が

キー・コンピテンシーの異質な集団で交流する力

を育てるための手立てとなり得るかを併せて考え

ていきたい。 

 

２．自己変容を促す越境的な学びの理論 

本研究における自己変容とは，他者と協働しな

がら活動する中で，知り得た情報を整理したり活

用したりしながら自分の考えを形成したり，再構

築したりすることと捉えることができる。これは，

次に示す「外国語によるコミュニケーションにお

ける見方・考え方」を働かせることに通じるもの

といえる。 

 

外国語で表現し伝え合うため，外国語やそ

の背景にある文化を，社会や世界，他者との

関わりに着目して捉え，コミュニケーション

を行う目的・場面・状況等に応じて，情報や

自分の考えなどを形成，整理，再構築するこ

と（文部科学省 2018：67） 

 

すなわち，本研究では，外国語を用いた活動を

通して，自分の考えを形成，再構築していく中で

児童の意識や振る舞いが変容することを小学校外

国語教育における自己変容と捉える。 

 

(1) 越境の概念 

「越境（boundary crossing）」は，ユーリア・エン

ゲストローム（Y. Engeström）の活動理論の議論を

もとに成立した概念で，「何かの境界を越える」と

いう意味である。エンゲストローム（2013）の示

すノットワークを，香川秀太は「異なるコミュニ

ティや状況間をまたぐ（横断する）という行為や

事態」（2015：40）と捉えている。青山征彦は，越

境の概念について，熟達の学びではなく，チーム

を越えて協働することで可能になる学びであり，

「自分の領域とは異なる人びととの出会いであり，

そのためには境界を越えた協働が必要になる」

（2015：20）と述べている。また，香川（2015）

は，越境を，人やモノが複数のコミュニティをま

たいだり，異質な文脈同士がその境界を越えて結

びついたりする過程を，更には，そこで起こる人々

やモノの変容過程と述べている。これらのことを

踏まえ，香川らが言うように，誰もが意識的・無

意識的に関わらずもっていると仮定する境界を越

えて学びを得ることが越境であると捉える。 

香川（同上）は，越境についてエンゲストロー

ムの著書から船室を作るプラントを例として引用

している。この例について香川（同上）は，パー

ツ生産と組み立ての両方のチームが集まって両者

が相談することで，問題点がはっきりし，解決策

が生み出されたはずと述べている。この例からは，

当たり前の光景で特別なことはないように思える。

確かに，一方だけではなく専門の異なる両者が相

談することで，それぞれの利点を生かした解決策

が見出されたのだろう。このように，熟達とは違
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を考案することとした。 

具体的には，児童が英語話者と互いの立場や言

語という境界を越えて，協働して外国人観光客の

ために吉野ヶ里町のおすすめを紹介するポスター

を作成することを通して，これまで気付かなかっ

たことに気付いたり，新たなものの見方や文化的

振る舞い，互いの考えが生まれたりすることと捉

える。 

ただし，本来ならば児童と英語話者のそれぞれ

の変容について分析及び考察すべきだが，本研究

の目的が児童を主体としているため，今回の研究

については，児童のみを主体として分析を行うこ

とにする。 

 

(2)小学校外国語科の越境的な授業づくり 

学習指導要領にある外国語科の目標を踏まえ，

使用している教科用図書の表現や内容を考慮して，

越境につながると考えられる学習活動を取り入れ

た単元を構想した。 

具体的には，表 1 のように全 4時間で構成し，

単元を通して越境の視点を取り入れた学習活動を

設定した。設定する際には，英語話者との関わり，

外国語を通しての他文化への接近，越境の視点に

ついて考えた。 

まず，1時目は，単元のゴール（単元を通しての

課題）を知り，活動の見通しを持つ時間である。

初めに単元や活動に必然性を持たせるため，町の

観光課からの情報を提示して，「外国人観光客のた

めに吉野ヶ里町のおすすめを紹介しよう」という

課題を設定する。英語話者との関わりについては，

本実践に協力してもらう英語話者を紹介し，それ

ぞれがどんなことを知りたいか尋ね，全体で確認

する。その後，児童とあいさつをしたり簡単なや

り取りや会話をしたりすることで児童のコミュニ

ティとの距離を近づけるようにする。他文化への

接近としては，英語話者が観光客としての立場で，

児童にどんなことを知りたいのか伝えることで，

児童は外国人観光客がどんなことを知りたいと思

っているのかという自文化とは違う異文化への気

づきを得られることと考える。越境の視点として，

英語話者の知りたいことを動画や実際に英語で尋

ねて情報を得ることとする。 

次に，2 時目は，児童それぞれの関心によって

グループを組織し，グループごとに必要な情報を

集めたり，構想を考えたりして，ポスターの案を

作成する時間である。英語話者との関わりとして，

作成した案について質問し合ったり意見したりす

る。他文化への接近としては，1 時目同様，英語

話者が外国人観光客の視点でどのように考えてい

るのかを知ることである。そして，越境の視点と

して，英語話者からアドバイスを聞いたり，他の

グループと情報交換したりする異なる他者と関わ

る場面を設定する。 

そして，3時目は，英語話者に伝え，意見をもら

う。そして，もらった意見をもとにポスターを作

る時間である。英語話者の関わりとしては，英語

話者にポスターの案を伝え合うことである。他文

化への接近としては，英語話者に作った案につい

ての意見をもらうことが考えられる。そして，越

境の視点としては，できている案を事前に複数の

英語話者に見てもらい，英語で感想をもらうなど

英語のみが話され，聞くような雰囲気を設定する。

更に，「外国人観光客に見てもらう」ことを踏まえ

た PR の案を考えさせ，英語話者の声かけに反応

させるようにすることである。 

最後に，4 時目は，作成したポスターを用いて

英語で発表する場面である。英語話者との関わり

として，発表に対するコメントをもらうことが考

えられる。他文化への接近としては，発表におい

て外国人観光客の視点でおすすめポイントを提示

することで外国人観光客の文化を意識したものに

なると考える。越境の視点として，英語を用いて

発表する場面の設定と，ポスターについて英語話

者からコメントをもらい，活動を振り返る場面の

設定を行う。 

単元を通して，特に 4時目に越境的な場面を設

けた。本時における越境的な場面としては，「英語

話者と協働して外国人観光客に吉野ヶ里町のおす

すめを，英語で発表する」という，日本語とは異

なる言語の境界と，英語話者という児童ら日本語
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話者とは異なる他者の境界を出入りする場面とし

て捉えた。 

以上が構想した授業であるが，英語話者のコミ

ュニティに母国語話者である児童が出入りすると

いう場面を設定することが重要と考えていた。し

かし，コロナ禍の状況の中で，そのような場面を

設定することが難しくなったため，本来想定して

いた英語話者のコミュニティとしては不十分であ

るものの，学校における外国語教育での英語話者

である地域の複数の ALT を英語話者のコミュニ

ティと仮定して，児童がその境界を出入りすると

いう場面を設定した。 

表 1 単元計画 

時 学習活動 越境の視点 

1 

・単元のゴール（課題）

を知り，活動の見通

しをもつ。 
・「何を」「どのように」

伝えたいか考え，グ

ループをつくる。 
・どんなことを外国人

観光客は知りたいの

か情報を得る。 

・英語話者の知りたい

ことを動画や実際に

英語で尋ねて情報を

得る。 

2 

・グループごとに情報

を集めたり，構想を

考えたり，ポスター

の案を作成する。 

・英語話者からアドバ

イスを聞いたり，他の

グループと情報交換

したりする異なる他

者と関わる場面を設

定する。 

3 

・ポスターの案を英語

話者に伝え，意見を

もらう。 
・もらった意見をもと

にポスターを作る。 

・できている案を事前

に複数の英語話者に

見てもらい，英語で感

想をもらうなど英語

のみが話され，聞くよ

うな雰囲気を設定す

る。 
・「外国人観光客に見て

もらう」ことを踏まえ

た町を PR するポスタ

ーを考えさせ，英語話

者の声かけに反応さ

せる。 

4 

・ポスターを提示しな

がら，おすすめポイ

ントを発表する。 

・英語を用いて発表す

る。 
・ポスターについて英

語話者からコメント

をもらい，活動を振り

返る。 

 

(3)小学校外国語科の実践 

授業の実践は，2020 年 7月 7日～16日に，公立

の Z 小学校に在籍する標準的な 6 年生 1 クラス

（32名）を対象に行った。 

本単元の目標として，英語話者と協働して外国

人観光客に吉野ヶ里町のおすすめを紹介するポス

ターを作成し，英語で発表するという越境的な場

面を通して，児童が英語という言語や英語話者に

ついて自己の考えや意識，振る舞いが変容するこ

とを目指すとした。 

まず，1 時目に教師が作成したポスターを提示

したり町の観光課の職員の話を紹介したりして本

単元におけるゴールとなる課題に出会わせた。そ

の後，本単元の英語話者である ALT（以下，英語

話者とする）に，「もし観光客だったらどんなこと

を知りたいか」についてインタビューした動画を

視聴し，内容を確認したり表現を繰り返させたり

して本単元で用いる表現に慣れ親しませた。 

2 時目には，前時の最後に取った希望調査をも

とに，カテゴリーや内容におけるグルーピングを

行い，それぞれの班ごとに詳しい内容を考えさせ

た。その後，他の班がどのようなことを伝えよう

としているのかを英語を使って質問したり反応し

たりするやり取りする活動を設定した。その後，

班ごとに吉野ヶ里町のイベントや食，場所などの

PR したいカテゴリーや内容を考えさせ，ポスター

の案を作成させた。 

3 時目には，前時に作成したポスターのレイア

ウトを事前に英語話者に見てもらい，全体的に気

付いたことをインタビューした動画を作成し，授

業の導入として児童に提示した。視聴後，グルー

プごとにポスターを作成させた。 

以上の学習活動を踏まえて，本研究の越境的な

場面を設定した 4時目の授業である。本時では，

まず，導入として教師が発表のモデルを示した。

その後，グループ毎に発表時の役割を分担させた

り練習を行わせたりした。その際，英語話者がグ

ループに入り，児童におすすめのポイントやポス

ター内容に関する質問のやり取りを行った。そし

て，各グループが学級全体に向けてポスターを示

し英語を使って発表を行った。発表後には，英語

話者がポスターの内容やそれぞれの発表について

コメントを行った。 
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４．授業実践の分析 

(1)分析の方法 

各授業における振り返りの記述内容や質問紙調

査の記述内容，及び児童のグループ内での会話な

ど授業中の発言内容から，児童がどんな学びを得

て，どのように変容したかを分析し，考察する。

分析に当たっては，本単元の目標を踏まえ，次の

2 つの要素に分けて考えた。 

第一に，「英語話者と協働して」とは，児童と英

語話者との学びの状況を示している。ここでは，

「吉野ヶ里町の PR をする」という領域のもと，

児童と ALT が越境してコミュニケーションが取

れているかどうかを明らかにする。 

第二に，「吉野ヶ里町のおすすめを紹介するポス

ターを作成し発表する」過程で，児童自身が本来

もつ日本語話者としての境界を越えて，自己変容

が見られたのかを香川の「越境の一般的なプロセ

ス」（図 1）を参考にして児童の学びの状況につい

て明らかにする。 

そのための分析のリソースの中心は，授業にお

ける児童の学習状況の把握に加えて，次の 2 つで

ある。1 つ目に，児童の振り返りの記述内容であ

る。これは 4時間目の学習過程の終末段階に振り

返りの時間を設け，本時の活動について振り返り

の項目を提示して記述させた。リソースの 2 つ目

は，単元後に行った質問紙調査の記述内容である。

これは，児童自身が自己の意識や振る舞いの変容

についてどう感じているかを尋ねた。 

 

(2) 越境による 3つの状況 

4 の(1)で述べた分析の方法に基づき，学びの状

況と児童の変容の 2 段階で授業の分析を行った。

学級全体の傾向を見るために，児童の授業後の振

り返りの記述を表にまとめた。それを香川（2015 

香川/青山:59-60）の「6 段階からなる越境過程モデ

ル」及び図 1 をもとに分析すると，児童が 3 つの

状況にいると考えることができた。 

1 つ目は，境界を越えて英語や英語話者に対す

る意識や振る舞いに変容が起こった状況である。

発表を通して，これまでの自分の考えや振る舞い

が変化したと考えられる児童である。 

2 つ目は，境界を越えて自文化や文化的振る舞

いが揺さぶられたものの変容に至らなかった状況

である。変容へは進まず，自己の意識や振る舞い

の変容に関する気付きよりも，目的を達成したこ

とや次への意欲の方に意識が向いている，言い換

えると，変容に接近していると感じられる児童で

ある。 

3 つ目は，境界をまたいだだけで変容や接近が

認められなかった状況である。越境に無関心な児

童がこれにあたる。振り返りの記述において境界

をまたいだことへの関心が小さいと判断された児

童である。 

次に，それぞれの状況にいると考えられる児童

について解説する。分析に当たっては， 

（ア）児童と英語話者が「吉野ヶ里町の PR をす

る」という領域のもと，児童が英語話者を

意識して学習を行っていたか。 

（イ）4 時目に，児童自身が，発表の場面を通し

て英語話者という異質な他者との境界を越

えて，意識や振る舞いに変容が見られたか。 

という 2 つの視点から検討し，考察したものであ

る。 

①-1）英語や英語話者に対する意識や振る舞いに

変容が見られたと，教師と児童双方が感じ

ている A児の場合 

A 児は，日常の外国語の時間においては，積極

的に取り組み，進んで友達とも英語を用いてやり

取りを行おうとしている児童である。外国語の成

績は中位にあたる。本実践の学習課題把握から発

表するまでの 4 時間の学習を通して，A 児は表 2

のような振り返りを行っている。 

まず，（ア）の視点から表 2 を見ると，「英語話

者の何が知りたいか分かったし理解することがで

きた」（1時目の記述）や「みんな（外国人）にわ

かるポスターをつくる」（2時目の記述）などから，

「吉野ヶ里町のよさ，おすすめを外国人観光客に

紹介する，知る」という実践コミュニティにおけ

る領域を意識して活動に取り組んでいると言える。
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更に，2 時目から 4 時目までに，本英語話者であ

るALTや外国人観光客だけでなく，「Dグループ」

という記述が見られることから，友達との協働に

ついての記述も A 児の特徴であり，異なるコミュ

ニティだけではなく，児童自身が所属するコミュ

ニティに対する意識も強いとも言える。以上から，

A 児は，英語話者との領域や英語話者自体を意識

している。更には，児童自身が属するコミュニテ

ィに対しても意識して活動していたと考えられる。 

表 2 A 児の振り返りの記述内容 
時 学習履歴・振り返りの記述 

1 

（ALT）の，何を知りたいかがわかった

し，理解することができました。 
 30 秒クイズで（児童 15）にグリンティ

ーとわかってもらえたのでよかったです。 
日本はなぜジャパンというのか？ 

2 

D グループで，吉野ヶ里町のことを紹介

することを決めることができました。 
 30 秒クイズで，（児童 02）にわかっても

らえたのでよかったです。 
 みんな（外国人）にわかるポスターをつ

くる。 

3 

D グループのみんなで話し合ってポス

ターを作ることができました。よかったで

す。 
 （ALT）や（ALT3）の分からないことや，

いいところが分かってよかったです。 
 すきまをあけずに，かんぺきなポスター

を作る。 

4 

D グループのみんなで，英語でしっかり

発表をすることができました。よかったで

す。 
 30 秒クイズで，（児童 01）にわかっても

らえたのでよかったです。今日は，ヒント

をたくさん言えました。 
 （児童 01）のように，英語をしゃべるよ

うになる。 

単元後 

外国人の人にわかるような PRができま

した。 
この単元の英語は難しかったけど，だい

たい覚えることができました。 

 

そして，（イ）の視点から見てみると，A 児は，

「英語でしっかり発表することができた」と記述

している。また，単元後に行った質問紙調査にお

いても，「難しい英語でも言ったり書いたりすると

できるようになると思った」と記述している。更

に，1 時目から 3 時目までの振り返りの記述から

ALT などの英語話者を意識し，自文化を理解して

もらおうとする態度が生じたことがうかがえる。

その結果として，A 児は英語という言語に対して

意識が高まった状況にあると捉えることができる。

単元後に行った質問紙調査において，「PR を作っ

たり PR を発表したりすることで，何か気持ちは

変わりましたか？」という質問において，「難しい

英語でも言ったり書いたりするとできるようにな

ると思った」ということを根拠に「変わった」と

回答しており，筆者の見取りと一致した。このこ

とから，A 児は，本単元の学習を通して意識や振

る舞いに変容が起こった状況にあると考えられる。 

 

①-2）教師は英語や英語話者に対する意識や振る

舞いが変容したと感じているが，児童自身

は変わったと感じていない B児の場合 

 B 児は，日常の外国語の時間においては，授業

中にクラス全体に向けて発表することはほとんど

ないが，ペアやグループでの活動では積極的に取

り組み，進んで友達とも関わろうとしている児童

である。外国語の成績は中位にあたる。本実践の

学習課題把握から発表するまでの 4時間の学習を

通して，B 児は表 3 のような振り返りを行った。 

まず，（ア）の視点から見ると，「グループで

events のポスターにした」（1時目）や「軽トラ市

（イベント，ポスター）になって，…」（2 時目）

という記述から，「吉野ヶ里町のよさ，おすすめを

外国人観光客に紹介する」という実践コミュニテ

ィにおける領域を意識したと言える。しかし，1時

目から 3時目までに外国人観光客などの英語話者

に対する記述が見られないことから，外国人観光

客や英語話者に対する意識は高くないと読み取る

ことができる。ただ，その中で 1時目の「events の

ポスターにした」と，イベントのポスターではな

く，events のポスターと英語を使って表記してい

ることから，「英語を使って」の授業という意識を

持っていたと推測できる。更に， グループに関す

る記述が見られることから，友達との協働の意識

も B 児の特徴の一つであり，児童自身が所属する

コミュニティの方に意識があると考えられる。 

次に，（イ）の視点から見てみると，B 児は，「発

表した時に緊張したけど，最後まできちんと言え

たので良かったです」と記述しており，緊張しな
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がらも境界をまたいだ安堵感が分かる。更に，「…

外国の人を見たら話しかけようと思いました」と

続いていることから，外国人観光客や英語話者を

意識するようになったことがうかがえる。このこ

とから，4 時目に設定した発表が，これまであま

り意識に上らなかった外国人観光客や英語話者へ

の記述となったことが推測され，このことを意識

や振る舞いの変容ととらえた。しかし，B 児自身

は，単元後の質問紙調査の回答において，活動を

通して気持ちは「変わらなかった」と回答してい

る。このことから，B 児は英語話者に接近し「外

国の人を見たら話しかけよう」という意識の変容

を生み出していると認められるものの，児童自身

には自覚がない状況であると考えられる。 

表 3 B 児の振り返りの記述内容 
時 学習履歴・振り返りの記述 

1 

前よりも相手が言っている英語の意味が

分かったのでよかったです。 
（ALT）の紹介している時，英語で言って

いることが分かってよかったです。 
グループで eventsのポスターにしたので，

次から events のことをたくさん知っていき

たいと思いました。 

2 

グループ E で軽トラ市（イベント，ポス

ター）になって，書いているときに，グルー

プのみんなが協力して話し合ったりしてい

たのでよかったです。 
（児童 31）と 30 秒クイズをしました。分

かりやすくジェスチャーをしたり，ヒント

を教えてくれたので分かりやすかったで

す。 
グループ E で協力して，調べたり，知っ

ていきたいです。 

3 

本番用（清書用）の書き方を（教師）に教

えてもらったので，次からは清書用にいく

ので，言われたことを参考にしたいです。 
下書きを書いていると，（児童）が書き方

を教えてくれたので前よりもたくさん書け

たのでよかったです。 
次の次ぐらいまでには完成したいと思い

ました。 

4 

発表した時に緊張したけど，最後までき

ちんと言えたので良かったです。協力して

できたのでよかったです。 
他の班の発表を聞いてすごいと思いまし

た。 
（観光課職員）が言ったことを参考にも

し，外国の人を見たら話しかけようと思い

ました。 

単元後 
この単元で，PR をグループ E で作ったと

きに，みんなで協力し合ってできたのでよ

かったです。 

 

②-1）教師は「接近」（目的の達成や次への意欲に

ついての意識）と捉えたが，自身は変容し

たと感じている C児の場合 

C 児は，日常の外国語の時間においては，積極

的に発言したり友達をリードしたりすることは少

ないが，どの活動にも楽しんで参加している様子

が見られる児童である。外国語の成績は中位にあ

たる。本実践の学習課題把握から発表するまでの

4 時間の学習を通して，C 児は表 4 のような振り

返りを行っている。 

表 4 C 児の振り返りの記述内容 
時 学習履歴・振り返りの記述 

1 

今日は，30 秒クイズで，ペアの友達と

英語で話せたのでよかったと思いまし

た。 
（ALT）の会話をよく聞くことができ

た。 
次は PR するカードを作って，グループ

で話し合ったりしたいです。 

2 

今日は B グループのみんなで，一緒に

何を紹介するかを決めました。決まった

のは，吉野ヶ里遺跡を紹介してポスター

を作るということになりました。 
先生たちの会話を聞いて紹介カード，

ポスターや映像ではどのようにするのか

分かりました。 
次は，ポスターの下書きを終わらせて，

本当のポスターを作りたいです。 

3 

今日は，B グループの人達と一緒に，吉

野ヶ里遺跡（を紹介する）のポスターを作

って，前よりもよく出来たのでよかった

です。 
班でのグループ活動で，文字を書く所

で，よく書けたので，とても良いと思いま

した。 
次は，文字を完成させて，ポスターをも

っとよく作りたいです。 

4 

今日は，みんなの前でポスターの発表

をして，長い時間をかけて作ったので，完

成して良かったです。 
同じグループのみんなとポスターを作

って，ぼくははる係で，けっこう上手くで

きて良かったです。 
次の単元でも，英語を覚えてがんばり

たいです。 

単元後 

色々とグループの皆でリハーサルなど

をして，協力をして，やりきれて本当に良

かったと思いました。またやる機会があ

ったらやりたいです。 

まず，（ア）の視点から見ると，「次は PR する

カードを作って，…（略）」（1時目）や「…（略）

…ポスターを作って，前よりもよく出来たのでよ

かったです」，「次は，文字を完成させて，ポスタ
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ーをもっとよく作りたいです」（3時目）といった

記述から，C 児も「吉野ヶ里町のよさ，おすすめ

のポイントを外国人観光客に紹介する，知る」と

いう領域を意識して活動に取り組んでいるように

見える。しかし，単元を通して英語話者よりも，

「B グループ」という児童が属する友達との協働

についての記述が多いことから，英語話者のコミ

ュニティよりもC児自身が所属するコミュニティ

に対する意識が強いと言える。 

次に，（イ）の視点から見ると，C 児の記述の中

には，意識や振る舞いの変容についての記述が認

められない。単元後に行った質問紙調査において

も，「色々とグループの皆でリハーサルなどをして，

協力をして，やりきれて本当に良かったと思いま

した」と記述しており，意識や振る舞いの変容に

関する内容は見られない。ただし，C 児自身は単

元後に行った質問紙調査において，「『ここは直し

た方がいいと言っている』と思ったことは…直さ

なきゃと思ったりしていました」という理由から，

「気持ちや考えが変わった」と回答している。 

以上のことから，C 児自身は「外国人観光客に

吉野ヶ里町の PR を作って知らせる」という領域

を伴い，常に英語という言語や英語話者を意識し，

変容したと意識して活動したものの，実際の振り

返りでは意識や振る舞いの変容に関する内容がな

いことから，C 児は変容したと捉えられるよりも，

意識や振る舞いの変容の状況に近付いたと捉える

ことができると考える。 

 

②-2）教師は「接近」と捉え，児童自身も変容して

いないと感じている D児の場合 

D 児は，日常の外国語の時間においては，年度

当初は積極的に発言したり友達をリードしたりす

ることは少なかったが，徐々に積極的に取り組む

姿が見られるようになってきた児童である。外国

語の成績は中位にあたる。本実践の学習課題把握

から発表するまでの 4時間の学習を通して，D 児

は表 5 のような振り返りを行っている。 

まず，（ア）の視点から見ると，「外国人観光客

に分かりやすいようなカードを作れたらいいです」

（1時目）や「外国人の方に，吉野ヶ里のことを，

今日調べたことで知ってもらえるといいです」，

「外国人が知らなさそうなことをテーマにできま

した」（2時目）といった内容から，D 児は「吉野

ヶ里町のよさ，おすすめの PR を外国人観光客に

紹介する」という領域を意識していると言える。

コミュニティに関しては，「みんなで一緒に」（2時

目）や「グループのみんなで探すことができまし

た」（3時目）という記述から，グループとの協働

を意識して活動に取り組んでいたことが分かる。

すなわち，D 児は英語話者との領域を意識すると

ともに，児童自身が属するグループやそのメンバ

ーに意識が向けられたと読み取ることができる。 

表 5 D 児の振り返りの記述内容 
時 学習履歴・振り返りの記述 

1 

外国人観光客に分かりやすいようなカ

ードを作れたらいいです。 
（児童 32）の 30 秒クイズでのヒントが

とても分かりやすかったです。 
もっと今日よりも英語をいっぱい使い

たいです。 

2 

外国人の方に，吉野ヶ里のことを，今日

調べたことで知ってもらえるといいで

す。 
みんなで一緒に，外国人が知らなさそ

うなことをテーマにできました。 
英語の量が前回と（比べて）減ったの

で，もっと増やせるといいです。 

3 

（ALT3）の英語を，しっかり聞きとる

ことができました。 
トムソーヤの森の地図をグループのみ

んなで探すことができました。 
次は，英語を聞き取って，それを英語で

返せるといいです。 

4 

30 秒クイズの時，ヒントをリピートし

ながら聞くことができました。 
（児童 10）が，発表の時ジェスチャー

を使っていたので，すごいなと思いまし

た。 
もっと外国人の方に分かりやすいよう

に作りたいです。 

単元後 しっかり反応を返せるようになりまし

た。 

 

次に，（イ）の視点から見てみると，D 児の記述

には，「発表の時ジェスチャーを使っていたので，

すごいなと思いました」とあり，英語に習熟する

ことへのあこがれが感じとれる。また，「もっと外

国人の方に分かりやすいように作りたい」とあり，

英語に習熟してポスターをよりよいものにしたい
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という次への意欲が読み取れる。単元後は，「しっ

かり反応を返せるようになりました」と記述して

おり，学習を通しての自己の技能の習熟について

述べている。更に，D 児は単元後に行った質問紙

調査において，「気持ちや考えが変わらなかった」

と回答していた。 

これらのことから，D 児は発表を通して，外国

人観光客や英語話者といった異なるコミュニティ

を意識して活動を行い，その中における自己の成

果を意識した状況にあると捉えることができる。

英語話者の関わりがより濃密でリアルなものであ

れば，意識や振る舞いの変容に発展するのではな

いかと想定される児童である。 

 

③）変容や接近が見られず，児童自身も変容して

いないと感じている E児の場合 

 E 児は，日常の外国語の時間においては，どの

活動にも熱心に取り組み，英語に対して関心が高

い。友達とも英語を用いて積極的にやり取りを行

っている児童である。外国語の成績は中位にあた

る。本実践の学習課題把握から発表するまでの 4

時間の学習を通して，E 児は表 6 のような振り返

りを行っている。 

まず，（ア）の視点から見ると，「大きなめあて

がとても大変なことが分かったのでがんばります」

や，「（ALT）は吉野ヶ里のいいとこはイベントだ

と言っていました。私もそう思います」（以上，1

時目），「ポスターの完成をがんばります」（2時目），

「ポスター作成のためにあまり英語を話すことが

できませんでした」，「ポスターを完成させて説明

に向けてがんばります」（以上，3時目）から，「吉

野ヶ里町のよさ，おすすめを紹介する，知る」こ

とを E 児は「大きなめあて」と捉えており，実践

コミュニティにおける領域を意識して活動に取り

組んでいたと言えるが，英語話者や外国人観光客

に関する記述は見られない。また，E 児は，1時目

から 3時目までグループや友達に関する記述が見

られることから，友達との協働が特徴であり，英

語話者のコミュニティよりも，児童自身が属する

コミュニティの方に意識が向いていると言える。 

次に，（イ）の視点から見ると，E 児は，「今日

は，みんなの前で発表しました」や単元後の「う

まく PR ができました」という記述から，英語で

の発表を意識しつつそれが実現できた安堵感が感

じられ，一つの境界をまたいだことが認められる。

その一方，「私の班だけ日本語で PRポイントを言

ったので恥ずかしかった」と記述している。また，

「PR（のポスター）を見ずにスムーズに発表した

いです」とあり，うまくできたとは言えない発表

によって気持ちの動揺や抵抗が芽生えている状況

だといえる。 

表 6 E 児の振り返りの記述内容 
時 学習履歴・振り返りの記述 

1 

大きなめあてがとても大変なこと

が分かったのでがんばります。 
（ALT）は吉野ヶ里のいいところ

はイベントだと言っていました。私

もそう思います。 
グループで集まってポスターなど

を作成していくのをがんばります。 

2 

班で集まって何をポスターにする

か考えました。英語でイエス！やグ

ッジョブ！と言えました。 
（児童 04）がいろんなことをみん

なに聞いて気配りができていまし

た。 
ポスターの完成をがんばります。 

3 

ポスター作成のためにあまり英語

を話すことができませんでした。 
（児童 04），（児童 08），（児童 13）

が自分で「わたしやるよ」と言ってく

れました。 
ポスターを完成させて説明に向け

てがんばります。 

4 

今日は，みんなの前で発表しまし

た。私の班だけ日本語で PRポイント

を言ったので恥ずかしかったです。 
（児童 17）が前で一生懸命発表し

ていました。 
PR（のポスター）を見ずにスムー

ズに発表したいです。 
単元後 うまく PR ができました。 

 

このことから，E 児は，英語話者への発表とい

う境界はまたいだものの，そのことに関する動揺

や抵抗の状況にあり，英語話者や外国人観光客に

対する意識や振る舞いの変容やそれに接近しよう
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という状況にあるとは言えないと考える。なお，

単元後に行った質問紙調査には，E 児自身は「気

持ちや考えが変容しなかった」と回答していた。 

 

（3）学級の児童全体の状況と考察 

学級における児童全員の状況について同様の分

析を行った。その結果，A 児や B 児のような変容

が認められたと教師が判断したのは 11名（/30名），

C 児や D 児のような接近が認められたのは 10名，

そして，変容や接近が認められなかったと判断し

た児童は 9名であった。 

この結果を踏まえ，（ア），（イ）それぞれの視点

から要因を考える。まず，（ア）領域や英語話者へ

の意識の視点から見ると，ほとんどの児童（26名）

が領域を意識して学習に取り組んでいたと言える。

しかし，英語話者に係る記述については，時間の

経過とともに減っていった。具体的には，1 時目

が 21名（70.0%）， 2時目が 11名（36.7%），3時

目 13名（43.3%），4時目は 5名（16.7%）であっ

た（1単位時間平均約 12名，40.0%）。一方，グル

ープや友達については，単元を通して，約 2/3 の

児童が記述していた。具体的には，1 時目が 20

（66.7%）， 2時目が 24名（80.0%），3時目 18名

（60.0%），4時目は 25名（83.3%）であった（1単

位時間平均約 22名，73.3%）。その中には，「今ま

では，一人の方が早いと思っていました。でも，

友達が知らない（思いつかないようなもの）があ

ったので，グループもいいと思いました」と記述

している児童もいた。 

これらのことから，児童の意識が英語話者より

もグループや友達の方に強く傾いていたのではな

いかと推測できた。すなわち，授業を経ていくう

ちに児童の意識が，外国人観光客や英語話者とい

う児童とは異なるコミュニティよりも協働するグ

ループや友達の方に向けられたと考えられる。そ

の理由として推測されるのは，本研究授業の英語

話者を ALT に設定したため，英語話者のコミュニ

ティを十分に実現できなかったことから通常の授

業と環境が変化しなかったこと，また，外国語の

授業で初めてグループ活動の形態を取り入れたこ

とで，児童の関心がグループのメンバーや他のグ

ループの友達に向けられたことが考えられる。英

語話者のコミュニティの設定については，コロナ

禍での難しさはあるが，市町の教育委員会等と連

携するなどして，効果的な方法を更に検討する必

要がある。 

次に，（イ）境界を越えての変容の視点から見る

と，英語で発表する学習場面を設けたことによっ

て，児童が「英語を使って英語話者に向かって説

明する」境界をまたぐことはできたと言える。し

かし，自己変容といえる状況が見られた児童は学

級の 1/3 であった。新たな気づきの生成や英語話

者になったように振る舞うこと，ものの見方や文

化的振る舞いの変化などを自己変容と捉え，それ

を目指したが，一単元でそれが完結するものでは

ないとも言える。本単元を通して，英語で発表す

る行為やその達成状況について意識したり記述し

たりしている児童は多く見られたが，発表を通し

て英語話者のように振る舞うこと，また，自分自

身の英語への意識や振る舞いの変容に気づいた児

童は少なかったと言える。 

 この要因として，発表の場面に英語話者が ALT

一人だったことも影響を与えたと考えられる。コ

ロナ禍においても，英語話者のコミュニティをど

う設定するか，（ア）と同様に，今後の検討と工夫

が必要である。 

 

６．成果と課題 

（1）研究成果 

研究成果については，次の 2 つの視点から述べ

る。 

①越境的な授業における児童の学びの状況を明ら

かにし，越境的な授業が小学校外国語教育に有

効であるか 

児童の学びの状況においては，香川の「越境の

一般的なプロセス」（香川 2016：20）（図 1）を用

いて，児童の振り返りの記述内容や意識調査の結

果を学びの状況と児童の変容の 2 段階で分析を行

い，3 つの状況があることを明らかにした。その

状況のひとつ「英語や英語話者に対する意識や振
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る舞いに変容が見られた児童」は 11 名（36.7％）

であり，児童の学びの状況としては十分とは言え

ないが，越境的な授業が小学校の外国語教育に有

効であるという感触を得た。 

また，新型コロナウイルス感染症の拡大傾向の

中，十分な環境を設定して実践を行うことができ

なかったという反省は残るが，小学校外国語教育

に越境の概念を援用して，児童の異質な集団で交

流する力の育成を目指した学習活動を可能な限り

設定して実践することができたこと，また，今後

の外国語教育における授業内容や教材，授業づく

りについて見直すきっかけを得ることができたこ

とは一つの成果であると考える。 

 

②越境的な授業がキー・コンピテンシーの異質な

集団で交流する力を育てるための手立てとなり

得るか 

 この目的については十分な成果が得られたとは

いえない。しかし，協働や課題解決の視点は，両

者に通じるのではないかという見通しをもつこと

ができたことは本研究での一つの発見と捉える。

具体的には，児童の記述の中に，自己の学び以外

に，英語話者や友達のこと，友達との協働の視点

が数多く見られ，これが異質な集団で交流する力

の基盤となるという実感を得た。 

 

（2）課題 

課題として，まず 1 つ目は，コロナ禍のもと，

英語話者のコミュニティと呼べる環境を十分に設

定できなかったため，異質なコミュニティを活用

した実践コミュニティの形成という点で真正さを

欠いたことである。今後は，実際に留学生やネイ

ティヴ等の協力を得て複数の英語話者との活動を

可能にし，英語を使いながら常にそれぞれの境界

を行き来するような目的，場面，状況（協働的な

場面）の設定を検討していきたい。 

2 つ目として，児童の異質な集団で交流する力

を育成するための研究や実践にまでは歩みを進め

ることができなかったことである。今後は，今回

手掛かりとなった先行研究や援用した理論を用い

て，継続して研究を進めていきたい。そして，児

童の異質な集団で交流する力の育成の実現を目指

して外国語科の年間計画や単元の学習活動を設定

し，実践したいと考えている。 

 

 最後になったが謝辞を述べる。今回の授業実践

は，公立 Z 小学校の校長先生，第 6 学年の先生方

と児童のおかげで可能になった。また，本論文を

書くにあたり，岡陽子先生をはじめ多くの方から

指導及び助言を頂き作成することができた。支え

てくださった方々に深く感謝の意を表する。 
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